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要約指導への提案
一 初級後半学習者を対象に一
茜 八 重 子
キ ー ワ ー ド
認 知 ス トラ テ ジ ー 大 意 ・要 旨 段 落 分 け 丁 型 式 ノー ト取 り 要 約 作 文
は じ め に
Oxford(1990〉 は,r新 しい情 報 の イ ンプ ッ トとア ウ トプ ッ トの た め の
構 造 を作 る(Creating)」 認知 ス トラ テ ジ ー(cognitivestrategies)に 基
づ い た 学 習 方 法 の ひ とつ に,要 約(summarizing)の 有 効 性 をあ げ て い
る。
要 約 は,情 報 内 容 を 「聴 く,読 むJで 理 解 しイ ン プ ッ トした もの を 「話
す,書 く」 で 表 現 し,そ れ をア ウ トプ ッ トす る こ とに よ っ て,学 習 者 が外
国語 を体 系 化 して 理 解 し,発 話 す るの に役 立 つ ・ そ して,イ ン プ ッ トとア
ウ トプ ッ トの た め の構 造 を作 る に は,要 約 の他 にrノ ー トを取 るtaking
notes」,「 強 調 す るhighlighting」 とい う,二 つ の ス トラ テ ジ ー が よ く
使 わ れ る。
そ こで本 稿 で は,初 級 後 半 の 日本語 学 習者 を対 象 に,上 記 の三 つ の ス ト
ラテ ジー を考 慮 に入 れ た読解 ・要 約指 導 に つ い て の提 案 を試 み,そ して実
際 に試 み た結 果 につ い て報 告 す るI/。指 導 に は 国際 部 の 」4～ 」6の 学 習 者
1)要 約 に は 「聴 く,読 む」 が あ るが,本 稿 で は 「読 ん で要 約 す る」 こ と に焦 点
をあ て る.
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を想 定 す る が,今 回 は筆 者 が担 当す る 」4z)を対 象 に 『TotalJapanese読
み書 きの 本 ㌔ の 「読 み 物 」 を使 い,準 備 ・理 解 ・表 現 段 階 へ進 む 。 準備
段 階 で は大 ま か な全 体 の構 造 や 主 題 の把握,理 解 段 階 で は全 体 の流 れ を体
系化 す るた め に 「丁 型 式 ノー ト取 り(T-FormationNoteForm)」 を使
い,表 現 段 階 で は ノー トを基 に要 約 ナ る。 最 後 に フ.イー ドバ ック を念 頭 に
入 れ た1バ ラ グ ラ フ の 要 約 作 文 へ進 む 。 そ れ に よ っ て次 の よ うな学 習 効
果 を期 待 す る。
1)要 点 の把 握 とそ の ま とめ方 が わ か る よ うに な る・
2)キ ー ワー ドや キ ー セ ン テ ンス を生 か しな が ら,自 分 の言葉 で短 くま
とめ られ る よ うに な る。
3)要 約 作 文,ま た は 一 文 要 約 を書 く こ とに よ っ て,当 課 の語 彙 や文
法,構 文 が お さ え られ る よ うに な る9。
4)要 約 文 と比較,ま た は 同意 した 自分 の意 見が 言 え る よ うに な る。
1。 初 級 後 半 レベ ル に お ける要 約 指 導 上 の 問 題 点
要 約 は 日本 語 教 育 の分 野 で は 中 ・上 級 レベ ル の学 習者 の理 解 度 を確 認 す
る た め の,一 つ の 有 効 な 学習 方 法 と して認 識 され て い る が,そ の指 導 方 法
に つ い て は未 だ確 立 され て お らず,試 行 錯 誤 の段 階 で あ る とい う(佐 久 間
1989、1994)。 し か し,欧 米 の 語 学 教 育 に お い て は,要 約 作 業 は 一 般 的 に
な さ れ,か っ 重 要 視 され て い る とい う報 告 が あ る(イー.1波1995,山 田
2)筆 者 が担 当 したJ4ク ラ ス(交 換 留 学 生 初 級 で,本 国 で1年 か ら2,3年 の 日本
語 学 習 歴 が あ る。 目本 語 の ク ラ スはJ2か ら113ま で あ る が,P正acementTestに よ
っ て,日 本 語 学 習 能 力 がJ4にPlaceさ れ た ク ラ ス)は,受 入 れ年 度 に よ っ て学 習 者
の 目本 語 運 用 能 力 に違 い が あ る こ と を実 感 して い る。1998年 度 生 は1997年 度 生 に
比 べ,格 段 に理 解 力,表 現 力 もあ る の で,今 回 の指 導 対 象 に入 れ た 。
3)国 際 部 が テ キ ス トと して使 用 し てい る 『Total∫apanese』 は 「会 話 の本1,2 .』
「読 み 書 き の本 」 「解 説 の 本 」 の3冊 か らな る。 「読 み 書 き の本 」 は,学 習 段 階 に適
し た読 み 書 き の 材 料 を 読 み 書 き タ ス ク ・読 み ま し ょ う ・読 み 物 で 提 供 し て い る
(【ntroductionvlよ り引用)。
4)山 田(1996)のp、151参 照 。
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1996)。
通 常,要 約 に は学 習 者 の正 しい読 解 力 が要 求 され る と同 時 に,そ れ を抽
象 化 して簡 潔 に表 現 しな けれ ば な らな い た め,上 述 の よ うに 中 ・上級 レベ
ル の学 習者 を対 象 に行 われ る こ とが多 い 。 一 方,初 級 後 半 レベ ル で は 文章
の流 れ に 沿 ってr大 意 」 を抽 出 させ,そ れ を原 文 の 言葉 を使 っ て表 現 す る
引 用 文 で 終 わ る こ とが 多 く,r要 約 」 まで 辿 り着 け な い の が 現状 ヤ あ る。
考 え られ る理 由 と して,次 の5点 が挙 げ られ る 。
1)学 習 者 は本 文 の 内容 を部分 的 に わ か っ て い て も,全 体 の理 解 が不 十
分 で あ る 。
2)1〉 に 関連 し,理 解 が 不 十 分 な た め に全 体 の 主 題 や結 論 に焦 点 が絞
れ な い 。
3〉 学 習 者 の語 彙 数 が限 られ て い る た め,要 点 を絞 った表 現 が難 しい 。
4)コ ー ス ・ス ケ ジ ュ ール に よ る時 間 的 制 約 。
5)教 師 の指 導 上 の問 題 。
2.要 約 指 導 の 有 効 性
無 理 な く,む だ な く,「 読 み 」 の能 力 を伸 ば しな が ら,か つ 「話 す,書
く」 能 力 を養 うに は ・rT型 式 ノ ー ト取 り(Source:Hamp-Lyons
1983)」 が 効 果 的 で あ る こ と が わ か っ た 。 提 唱 者 の 一 人 で あ るOxford
(1990,p,86～88)は,そ の 有 効性 に つ い て 次 の よ うに述 べ て い る。
言 語 学 習 の初期 の段 階 では,要 約 は読 ん だ り聞 い た り した こ と に タイ
トル をつ け る程 度 の 簡 単 な や り方 で よ い 。 それ か らノー ト取 りへ と発
展 させ る。 ノー ト取 りは 書 く こ とで は な く,理 解 す る こ と に焦 点 を あ
て る。 また ノー ト取 りは,言 語 能 力 の高 い レベ ル で使 わ れ る上 級 の 手
段 だ と考 え られ て い る が,ノ ー ト取 りの技 術 を伸 ば す に は,学 習 の も
っ と初 期 の段 階 で始 め る方 が よ い 。最 初 に 「買 い物 リス ト ・ノー ト取
り形 式(5.1参 照 〉」 か 「丁 型 式 ノー ト取 り」 を使 うこ とで あ る 。
筆 者 は・ 他 大 学 の 中級 前 半 お よび 中級 ク ラ.スで,実 際 に こ のや り方 を試
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み て い る51。 「丁 型 式 ノー ト取 り」 を使 い,段 落 ご とに表 され た主 要 な ト
ピ ック と,そ れ に関 す る要 点 の列 挙 が整 理 され る こ とに よ っ て・ 正 確 に大
意 が把 握 で き,か つ 要 約 に辿 りつ け る よ うに な った ・二学 生 か らは,従 来 の
読 解 指 導 の ス タイ ル と異 な り 「刺 激 が あ っ てお も しろ い」 とい う反 応 が返
って きて い る。
これ に ヒ ン トを得 て,内 容 のや さ しい読 み 教材 や段 落 の要 約 か ら始 めれ
ば,初 級 後 半 レベ ル な りの 要 約 が で き る よ うに な る の で は な い だ ろ うか,
ま た,例 年,国 際部 で春 学 期 の後 半 に行 な って い るrア ンケ ー ト調 査 」 を
中心 に した プ ロ ジ ェ ク トワー ク に備 え て 、 調 査 で 得 た 情報 や 資 料 を ま と
め,発 表 す る際 の助 け に な る の で は な い だ ろ うか,と 考 えた ・限 られ た授
業 時 間6博,ど の く らい進 め られ る か が最 大 の 問題 点 と して残 され て い る
が,時 間 を節約 した指 導 方 法 に つ い て も触 れ た い と思 う。
3,r要 約 」 の 定義
3.1大 意 的 要約
要 約 に は一 般 的 に 「大 意 」 と 「要 旨」 の 二 種 類 が あ る(佐 久 間1994〉 。
大 意 的要 約 とは,原 文 の表 現 をで き るだ け 用 い,内 容 の順 序 を変 えず に ま
とめ る方 法 で,本 文 中 の文 をそ の ま ま引用 しな が ら,各 段 落 の ま とま りの
要 点 を順 に追 っ て い く要 約 方 法 で あ る。従 来 の 「速 読 ・読解Jの 授 業 で行
われ て い るの が,こ の 「内容 の叙 述 」 の 大 意 的 要約 で あ る 。
3,2要 旨的 要 約
原 文 の内 容 を理解 した うえ で,主 題 や 結 論 に焦 点 を あて な が ら全 体 を凝
縮,短 縮 す る要 約 方 法 で,大 意 的要 約 に比 べ,一 定 の 時 間 で 全体 の要 点 を
ま とめ る作 業 は,本 文 の 理 解 が 不十 分 だ と技 術 的 に難 しい ・ また ・ 習 う側
5)初 級終了か ら中級 前半 への橋渡 しとして用 いられてい るr日 本語2ndStep
(JapaneseBas正cReador)』 の段階で要約指 導 を実施 。それ を終 えてから,『テーマ
別 中級 か ら学ぶ 日本語』 を使用,
6)1コ マ45分 授業 で,一 日3コ マ授 業 を行 ってい るが,「読 み物」 を扱 う時間
は,さ らに限 られ てい る。
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も教 え る側 も言 語 要 素(語 彙,文 法,構 文,漢 字)に と らわれ す ぎ る と逆 に
混 乱 を招 く場 合 が あ るの で,指 導 上 の注 意 が必 要 で あ る(山 田1996)。
一 般 に行 われ て い る方 法 に ,あ る文 章 を読 み,設 問 に挙 げ られ て い る項
目が本 文 の要 旨 と合 致 す る もの を探 し,Oxを つ け るや り方 が あ る。 しか
し,こ のや り方 だ と根拠 もな く,あ て ず っぼ うで 当 た る こ と もあ る の で理
解 度 に一 定 性 が な い。
4,要 約 指 導
4,1準 備
こ の段 階 はOxfordの い う 「強 調 す るhighlightingJに 相 当 す る 。 こ
れ に関連 し,以 下 に要 約 指 導 の た め の作 業 例 を述 べ る。
学 生 は 次 の① か ら⑤ の点 に留 意 しな が ら文 章 を読 ん で い く。
① 読 み なが ら,あ るい は速 読 しな が ら,キ ー ワー ドは○ で 囲 み,キ ー
セ ン テ ン スの 下 に ア ン ダー ライ ン を書 き入 れ る。 また,サ ブ ・キ ー セ
ン テ ン ス が あれ ば,下 に波 線 の ア ンダ ー ライ ン を書 き入 れ る。
② キー ワ ー ドの名 詞 は修 飾 を伴 う場 合 が あ る こ と,多 くな りす ぎな い
こ とを注 意 す る。 ま た,学 習者 の レベ ル に よ って は、 キー ワー ドの 数
を前 もっ て言 っ て お い て もよ い。
③ キ ー セ ン テ ン ス は キ ー ワ ー ドを含 んで い る こ と もあ り,主 題 に直結
す るこ とが多 い の で注 意 す る。
④ 談 話 の展 開 に 注 意 す る 。(誰 が何 を ど う した か,ど う して そ うな っ
た の か な ど。)
⑤ わ か らな い語 彙 や 表 現 に は()を 記 し,あ とで質 問 して確 か め る 、
4.2キ ー ワー ド ・キ ー セ ンテ ンス の把 握
速 読 で 目印 を付 け た キ ー ワ ー ドと キー セ ンテ ン ス を取 り出 して 発 表 す
る。次 に,も う一 度読 ん で適 当 か ど うか確 認 す る。特 に,日 本 語 学 習 歴 が
短 か っ た り,読 解 経 験 が少 な い学 習 者 の場 合,単 に キー セ ンテ ンス を本 文
か ら引 用 して,だ らだ ら と長 く述 べ る傾 向 が あ る の で,き ち ん と指 導 す
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る。 また ・ 要 約 は キー ワー ドと キー セ ンテ ンス の把 握 な しに は で きな い の
で,こ こ で しっか りお さ え る必 要 が あ る,
4,3段 落 分 け
こ こ で は15.1「 丁 型式 ノー ト取 り」 に連 結 させ る た め の 「文 段(意 味
段 落)」 分 け に入 る ・ ま ず,改 行 ご とに分 け て み る。 ま た は,文 章 の流 れ
に沿 っ て1お お まか に 分 けて み る ・「文 段 」 の把 握 が適 当 で あ れ ば ,文 脈
を お さ えて い る こ とに な るη。 学 生 は段 落 ご と に切 っ て あ る文 は い い が,
r切 れ 目」 のな い
・ 会 話 文 の よ うな場 合 は 混 乱 す る こ とが あ る た め,注 意
を促 す 。
今 回,モ デ ノレと して使 用 して い る 「読 み 書 き の本 」38課 「学 校 五 日制 」
の よ うに 接 続 詞 「そ し て」 で段 落 が変 わ る場 合 もあ る(p,104参 照 〉。 し
か し,こ こ では段 落 を変 え る必 要 が あ るか否 か は別 に して,接 続 詞 が 文 の
流 れ に どの よ うに係 わ っ てい るか,指 導 に際 し注 意 が必 要 だ と思 わ れ る。
5.理 解 と表 現
5・1rT型 式 ノー ト取 り」 とは
大 き く書 い た ア ル フ ァベ ッ トの 「T」 の横 線 の上 に タ イ トル(題 名)か テ
ー マ(題 目)を 書 き
,縦 線 の左 側 に 基 本 的 な カ テ ゴ リー(主 題),あ るい は
「文 段 」 ご とに 表 され た トピ ッ ク を書 く
。 そ して,右 側 に そ の 主 題 や トピ
ッ クに 関す る要 点 を列 挙 して い く。 ま た,読 み な が ら取 り出 した キー ワー
ドは左 側 に,そ れ に 関 す る キー セ ンテ ン.スは右 側 に くる場 合 もあ る。
読 み 物 の 内 容 が 難 しか った り,時 間 が か か る と思 われ る場 合 は,左 側 の
トピ ックが 最 初 か ら記 入 して あ る もの,あ るい は右 側 の要 点 を穴 埋 めに す
る もの を作 成 し,使 っ て も よ い。 要 点 の 書 き方 と して,山 田(1996)は 長
くな らな い よ うに 「体 言止 め」 の 文末 表 現 を導 入 して い るが,初 級 後 半 レ
ベ ル で は技 術 的 に難 しい場 合 も あ る の で,用 言 止 め で も よい と思 う。 「T
7)用 語 の 「文 段 」 と 「段 落 」 の区別 は 佐久 間(1989)の 指 摘 に よ る.一
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型 式 ノー ト取 り」 の 要 点 を ま とめ る と図1に な る 。 図2は 買 い物 リス ト
を使 っ た具 体例 で あ る。(図2はOxford,P。87～88か ら引 用)
図1 タ イ トノレ ひテ ー マ
・主題 や各段落 の
主要な トピック
・キ ー ワ ー ド
曹 トピ ック に関 す る要 点
(細 部,特 別 な例,コ メ ン ト
な ど)の 列 挙
・キ ー セ ン テ ン ス








.大 きレ、ボ ー ノレ
計 量 カ ソ プ
フ ォー ク と スプ ー ン
油 をぬ った フ ライ パ ン
5.2表 現 指 導
「丁 型 式 ノー ト」 の 内容 を も とに
,ノ ー トの 左 側 に書 かれ た 「文 段 」 ご
との主 要 な トピ ッ ク と,右 側 に列 挙 した トピ ックに 関 す る要 点 をつ な い で
「大意 」 の 要約 をす る
。 次 に 「要 旨」 の 要 約 で は,「 冒 頭 部Jや 「結 尾 部 」
を中心 に・ 自分 の 言 葉 で 要 点 を簡 潔 に ま とめ て い く。 ま とめ る長 さ は読 み
物 の 内容 に もよ る の で,一 定 で は な い 。
5.3要 約 作 文
最 終作 業 と して,5.2で ま とめ た もの を普 通 体 で書 く。 これ ま で の準 備
段 階 で イ ン プ ッ トした 情 報 を要 旨 に表 現 す る こ と に よ っ て ア ウ トプ ッ ト
し,さ ら に ま とめ た 要 旨 を文 に す る こ と に よ っ て フ.イー ドバ ック を試 み
る。 二れ は・ 本 文 の内 容 を理 解 し,そ の理 解 され た こ とが適 切 に表 現 で き
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て い る か を確 認 す るた め で あ る 。要 約 の長 さ は,原 文 を4分 の1に 縮 め
る の が 一 般 的 だ とい わ れ る が,1パ ラグ ラ フ(200字 程 度 で10%の 増 減)
を 目安 に 指 導 してみ て は ど うだ ろ うか㌦ 日本 人 大 学 生 を対 象 に した場 合
は150字 の要 約 文 は 可 能 だ と思 うが,特 に 初 級 後 半 の 目本 語 学 習 者 の場
合 は,言 い換 え(paraphrase)や 接 続 表 現 が難 しか っ た りす る た め で もあ
る 。 注 意 点 と して,佐 久 間(1997)は 「原 文 の 結 論 や 主題 を示 す表 現 は,
で きる だ け原 文 と同 じ形 で要 約 文 に残 す」 こ と を挙 げ て い る 。
また,見 出 しを使 った 「一 文 要 約 」 の方 法 も あ る(山 田1996)。 これ に
っ い て は6.2.8)で ふ れ る 。
5,4評 価 方 法
日本 で は 未 だ評 価 方 法 が確 立 され て い な い が,こ こ で は佐 久 間(1997)
の評 価 方 法 とフ ラ ン スの 要約 指 導 を参 考 に した仙 波(1995)か ら引用 す る 。
1)自 分 の主観 を交 えず に,原 文 の 内容 を伝 え る。
2)内 容 を正 確 に表 現 す る。
3)原 文 の最 も重 要 な事 柄 を,で き るだ け簡 潔 に ま と め て要 約 文 に表
す 。
4)原 文 の結 論 や 主題 を示 す表 現 は,で き るだ け原 文 と同 じ形 で要 約 文
に残 す 。
5〉 要約 文 は,制 限 文 字 数 の範 囲 内 で表 す 。
6)普 通 体 で書 く。
6・ 要 約指 導 の 実際 の手 順 例
6.1.実 施 時 期
被 調 査 者 は 国 際 部J4に 在 籍 す る初 級 後 半 日本 語 学 習 者(14名 中)11名
の 出 席 者 で,6月10日 の 「読 解 」 授 業 の1コ マ45分 を使 い実 施 したり)。
8〉 仙 波(1995,p,115～116〉 に詳 しく述 ぺ られ て い る 。
9)II名 の学 生 の 国籍 の 内 訳 は,ア メ リカ 人7,カ ナ ダ人2,ス ペ イ ン人1,韓
国人1で あ る。
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す で に 「読 み 書 き の本 」 は5月31日 に終 了 して い た が,筆 者 担 当 の38
課 「学校 五 日制 」 は先 送Oに して い た。 そ れ は,二 の時 期 は 「読 み物 」 の
指 導 に1コ マ を費 や す こ とが 可 能 で あ っ た こ と と,ク ラ ス の プ ロジ ェ ク
トワー ク と平 行 して やれ ば,何 か の メ リ ッ トが得 られ る と思 った か らで あ
る。 しか し学 期 末 に入 り・ 他 科 目の レポー ト提 出 が重 な って い た た め,学
習 者 の授 業 へ の集 中 力 不 足 が 非 常 に感 じ られ て い た 頃 で もあ っ た 。 そ こ
で,時 間 が か か る こ と を想 定 し,穴 埋 め式 の 「丁 型 式 ノー ト取 り」 シー
ト(資 料1)と 「要約 シー ト」(資 料2)を 準備 した。
6.2実 施 方 法
以 下 に,国 際 部 が 使 用 して い る 「読 み 書 き の本 」 の第38課,「 学校 五
日制 」 を使 用 例 と して,そ れ に 関 連 し た実 際 の 作 業 の進 め方 を取 り上 げ
る。 な お,参 考 に教 科 書 の該 当部 分 の コ ピー をp.1〔)4に 載 せ て お く.
1)教 科 書 の 「漢 字 タス ク」 で 当課 の漢 字 をお さ え る。
2)新 出語 彙 の 導入
3)本 文 を読 み な が ら 目印 をつ け た キー ワー ド,キ ー セ ンテ ンス を発表
す る。
4)段 落分 け
「文 段 」 ご とに進 む と5文 段 だ が
,こ こ では 一 つ の 可能 性 と して,3
文段 に分 け て み る,
1段 目一 最 初 のr日 本 で も～」 か 与r～ に な る よ うで あ る ・」 ま で
とす る 。 こ こ で は 「週 休2日 制 」 の 導 入 が 「学 校6日 制 」
の 改革 に影 響 を与 え た こ とにっ い て述 べ て い る。
2段 目一 「新 関 の ～ 」 か ら 「と言 う人 も少 な く な い 。」 ま で と し,
「学 校5日 制 」 の是 非 に つ い て述 べ て い る
。
3段 目一 「学 校5日 制 」 か ら 「～ の課 題 で あ る。」 まで と し,「 学 校
五 日制 」 の 目的 につ い て述 べ て い る。
5)丁 型 式 ノー ト取 り
()内 の 文 は学 生 の要 約 例 か ら引用 した 。 また,「 第 三 段 」 は 口頭
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で の 「大 意 」 の要 約 とな っ た。
学 校 五 目 制(学 生 の要約例 よ り引用)
第一 段;(週 休2目 制)
第二段1学 校5目 制 に
対す る意見
第 三段=学 校5日 制 の
目的
一 採 用 企 業 の増加(incre聞es)
一(役 所 ,郵 便 局,銀 行 で も採 用 す る よ
うに な った 。)
一(全 国 の4万7千 校 が土 曜 休 業 。)
一(「学校6日 制 」 の改 革 で あ る 。〉
一(子 どもはだいたい賛成 。)
目目一(親や教 育関係者 は心配 する。)
一(ゆ と り を もた せ る 。)




ぬうぺの せい さいよう き ぎふラ み
日本 で も,欧 米 で行 わ れ て い る 「週 休2日 制 」 を採 用 す る企 業 が増
やシ きよく ぎん
え,1989年 ご ろか らは,役 所,郵 便 局,銀 行 な どで も土 曜 日を休 み にす
る よ うに な った 。
よう ち
そ して,1992年9月12日 土曜 日,全 国 の 国立,公 立 の幼 稚 園,小 中
おこを
学校,高 校など4万7千 校で初めて土曜休業が 行 われた。これは明治の
せ しヤ ぬコレコウコく わロん
初 め か ら120年 間続 い た 「学 校6日 制 」 の改 革 で あ る 。 しか し,ま だ完
ぜん せい
全 な 「週 休2日 制 」 で は な く,月 に1回,第2土 曜 だ け の休 業 で あ る,
もん ぷ しよう かん
文部 省 の径間では,2年 後には月に2回 の土曜休業,何 年かあ とには完
ぜん せい
全 なr学 校5日 制 」 に な る よ ラで あ る。
セい ぢうべい
学 校5目 制 五ve-dayschoolweok欧 米EumpeandAmer重caせい きいタラ
週 休2日 制Hve-day〔woτh)week採 用 す るadopt役 所govemmento伍ce
きいかく かんぜん




新 聞 の調 査 に よる と,子 ど もた ち は だ い た い学 校 の 土 曜休 業 に 賛成 して
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い る よ うで あ る が,親 や教 育 関 係 者 か らは反 対 意 見 も出 て い る 。 「子 ど も
ナ ふ
が む だ な 時 間 を過 ご して しま う」,「遊 ぶ 時 間 が 増 えて,悪 い こ と をす る よ
がくりむく さ
うにな る」・ 「土 曜 日 を休 み に しな い 私 立 学 校 が あ り,学 力 の 差 が 大 き く
とく
な る」 と言 っ て,反 対 して い る親 た ちが か な りい る。特 に,土 曜 日に働 き
ふ
に 出 て い る親 た ち は子 ど もが子 ど も だ け で家 にい る時 間 が増 え るの を心 配
して い るよ うだ 。
じゆく ふ
また,教 育 関 係 者 の 中 に は 「塾 な どに通 わ せ る家 庭 が か え っ て増 え る
な いちよ う ぷドし
の で は な い か」,「教 育 内容 が変 わ らな けれ ば,土 曜 日の 分 の勉 強 をほ か の
日 に さ せ る こ とに な り,ふ つ うの 日が 忙 し くな る」 と言 う人 も少 な くな
いD
せい こせい そうぞうセい
「学 校5日 制 」 の 目的 は,子 ど も に ゆ と り を持 た せ,個 性 や創 造 性 を育
ぜい さいよラ ほん とう
て る こ とで あ るが,学 校5日 制 の 採 用 だ け で 子 ど も た ち に本 当 の ゆ と り
か だい
を持 た せ る こ とが で き る か ど うか は これ か らの課題 で あ る。
がくりよく
関 係 者persons〆partiesconcemedむ だ 〔な)wastefu】 学 力ac&demicabi足lty
さ とく
差diffe【enc¢ 特 にespeciaUyま たalso
ないよう
か え っ て ¢ontrarytooneIs¢xpecta"on内 容contentsふ つ う のoτ 面nary
こ ぜド そうぞうぜい かぼの
ゆ と りsparetime個 性indlvidua】ity創 造 性creativity課 題theme
6)大 意 的 要 約
5,1で 述 べ た よ うに,「 丁 型 式 ノー ト」 の左 側 に書 かれ た トピ ック と,
右 側 に列 挙 した トピ ッ クの要 点 をつ ない で大 意 を と る。
7)要 旨的 要 約 と要 約 作 文10〕
5.2に 沿 って 全 体 の要 点 を ま とめ る。 予 定 で は,「 要 旨 」 の 要 約 と要 約
作 文 ま で進 む はず で あ っ た が,時 間 切 れ のた め省 略 とな った 。 これ に っ い
て は7.1で 述 べ る。 参 考 ま で に,筆 者 が学 習 者 に配 付 予 定 で あ っ た要 約
10)J4レ ベ ル で は,表 現 が稚 拙 な た め に要 約 作 文 ま で到 達 で きな い か も しれ な
い が,」5,J6で は,そ れ な りの結 果 が期 待 で き る の で は な い だ ろ うか。 筆 者 は1999
年 度 の秋 学 期 か ら 」6の 担 当 と な る の で,今 回 の 提 案 に 沿 っ た要 約 指 導 を試 み てみ
た い と思 っ て い る 。
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の 参考 例 を下 に挙 げ て お く。
例1日 本 で も 「週 休2日 制 」 を採 用 す る企 業 が増 加 し,1989年 ご ろ か
らは,役 所,郵 便 局,銀 行 も週休2日 制 にな った 。 文部 省 の計 画 で
は,全 国 の国 公 立 の幼 稚 園,小 中学校,高 校 も何 年 か あ とに はr学
校5日 制 」 に な る よ うで あ る,「 学 校5日 制 」 の 目的 は,子 ど もに
ゆ と りを持 たせ,個 性 や 創 造 性 を育 て る こ とで あ るが,親 や 学校 関
係 者 か らは,い ろい ろ な反 対 意 見 が出 て い る.
8)一 文 要 約
例:文 部 省 の 計 画 で は,何 年 か あ とに は完 全 な 「学 校5日 制 」 に な る よ
うで あ るが,こ れ に対 し て親 や 教 育 関 係者 か らは 反 対 意 見 も出 て い
る。
7.成 果 と問 題 点
7.1成 果
準 備 段 階 でrキ ー ワー ド」 とrキ ー セ ン テ ンス 」 を把 握 し,rT型 式 ノ
ー ト取 り」 を使 っ て表 現 段 階 へ と指 導 した結 果 ,要 約 作 業 の足 掛 か りとな
る,次 の二 点 に学 習 効 果 が 見 られ た ・
① トピ ック(話 題)の 把 握 とそ の ま とめ方 が わ か る よ うに な る。
② キー ワー ドと キー セ ンテ ン ス を生 か しな が ら,(口 頭 で も)短 くま と
め られ る。
② に 関 して は 個 人 差 が 見 られ た 。特 に,二 段 目(p.10斗 ～105参 照)の
「学 校 五 日制 」 に対 す る親 や 教 育 関 係 者 か ら の意 見 が た く さん あ る た め ,
原 文 の 「 」 内 の 表 現 を全 部 引 用 し,羅 列 す る傾 向 が み られ た 、 これ は
読 解 が不 十 分 で,焦 点 が絞 れ て い ない こ とが わ か る 。 こ の箇 所 で は,も う
少 し時 間 をか けた指 導 が必 要 で あ る こ ともわ か っ た 。
ま た,難 しい場 合 や 時 間 が か か る こ と を想 定 して 準備 したr穴 埋 め式 」
の シー トは役 に立 った 。 特 に 初 級 後 半 レベ ル で は,要 約 練 習 に慣 れ させ
る意 味 で も,キ ー ワー ドの数 を前 もっ て提 示 した り,教 師 が作 成 し た要
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約 の 見 本 に キ ー ワ ー ドや キ ー セ ン テ ン ス を 入 れ させ た り な ど の ケ ァ
(care)が 必 要 だ と実 感 した 。
7.2問 題 点
要約 指 導 の た め の提 案 を し,そ れ に沿 っ て実 践 を試 み た が,本 稿 の 主 旨
とす る 「要 旨」 の要 約 ま で は到 ら な か っ た。 考 え られ る理 由 と して次 の3
,点が 挙 げ られ る。
(1)実 施 時期 に つ い て
既 習 の漢 字 を忘 れ て い る た め に,当 課 の漢 字 だけ を復 習 して か ら作 業 を
進 め て も,あ ま り意 味 が な い こ とが わ か っ た11)。例 えば,巻 末 の索 引 で漢
字 を確 め るた め に読 解 の過 程 で時 間 が かか る学 生 や,集 中 不 可能 な た め に
途 中 で放 棄 す る学 生 も見 られ た 。今 回 は学 期 末 のr読 解 」 の45分 を使 っ
て指 導 した が,実 施 時 期 は コー ス ス ケ ジ ュー ル に 沿 って,授 業 と平 行 させ
た方 が学 習 意 欲 の継 続 にっ な が る と思 わ れ た 。
(2)要 約 指 導 の進 め 方 に つ い て
「読 み 書 きの本
」 は1)漢 字 導 入,2)漢 字 タ ス ク,3)読 み 書 き タス クヘ
と順 を追 って機 能 し,最 後 の 「読 み 物 」 で 当課 を終 え る形 とな っ て い る。
それ に 沿 って ・ 「読 み 物 」 の 中 か ら要 約 に適 した もの を選 び,内 容 に よ っ
て は 「大 意 」 の要 約 のみ,あ るい は,教 師 が作 成 した要 約 の見 本 に キー ワ
ー ドや 接 続 詞 を入 れ させ た り,筆 記 か 口頭 で の 「要 旨」 の要 約 を させ た り
な ど,フ レ キ シ ブル に発 展 させ た方 が 無 理 が な い よ うに思 わ れ た 。 ま た,
日本 語 能 力 を伸 ば す た め に も早 い 時期 か らカ リキ ュ ラム に組 み 入 れ る必 要
性 も痛 感 した。 そ の ため には 時 間 の確 保 が 問題 とな っ て くる。
(3)指 導 面 に つ い て
十 分 な準備 を して 要 約 指 導 に望 ん だ が,筆 者 がp,96に 挙 げ た 「期 待 す
る学 習 効 果 」 の3)と4)は 欠 落 して し ま った こ と を含 め,要 約 指 導 は教 師
11)読 解 の クラ ス で,漢 字 圏 か 非 漢 宇 圏 か とい う点 は か な り重 大 で あ る 二 とが
わ か った 。 今 回 の よ うに,全 員 が非 漢 字 圏 か らの学 習者 で,抽 象 語 彙 で あ る漢 宇 に
弱 い 二 とか ら,予 想 に反 して進 む こ と が で き なか っ た と も考 え られ る ・
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に とっ て も大 変 な作 業 で あ り,適 切 な指 導 の 必 要 性 を実 感 した 。 しか し,
」4で の 要 約 指 導 は 今 回 で 二 度 目 で あ る。(2)で 述 べ た こ と を考 慮 して指 導
す れ ば,J4な りの,ま た 」5,」6で は か な りの 学 習 効 果 が期 待 で き る と確
信 して い る。
8.ま とめ と今 後 の課 題
本 稿 で は,国 際部 の初 級 後 半 の学 習 者 を対 象 に,「 丁 型 式 ノー ト取 り」
を使 っ て読解 ・要約 能 力 を伸 ぱ す た め の技 能 の リス トア ッ プ を試 み,そ し
て,実 際 に試 み た結 果 につ い て考 察 して きた 。
本 稿 の提 案 の最 大 の 目的 は 『TotalJapanese』 の 「会 話 の本2J40
課,「 読 み 書 きの本 」39課 で始 ま る 「プ ・ジ ェ ク ト ・ワー ク」 に備 え て,
学 生 が 自身 で調 査 計 画 を た て,そ して収 集 した資料 を ま とめ,そ れ をオ ー
ガナ イ ズ して発 表 す るた め の,目 本 語 の運 用 能 力 を養 成 す る こ とに あ る・
筆 者 が担 当 す るJ4も 含 め,例 年 こ の プ ・ジ ェ ク ト ・ワー ク を授 業 に組 み
入 れ て い る経 緯 もあ る た め,こ の よ うな指 導 案 を考 えて み た 。
速 読 導 入 の時 期 は,一 般 に 中級 後 半 が よい と言 わ れ て い る こ と もあ り,
当初,初 級 後 半 レベ ル で の 導 入 は無 理 で は な い か,と 考 え た 。 し か し
rTotaUapanese会 話 の本 』 の語 彙 ・文 法 ・文 型 はr読 み 書 き の本 」 に
リ ンク させ て あ るの で,そ の 中 のr読 み 物 」 を使 って準 備,理 解,表 現 と
段 階 を追 って指 導 すれ ば,こ の レベ ル で も十 分 に効 果 をあ げ る こ とが 可能
で あ る。 日本 語能 力 を伸 ば す た め に も,口 頭 要 約 も含 め,ど の よ うに効 率
よ く要 約 指 導 を進 め て い くか が,今 後 の課 題 で あ る。
本稿の執筆にあた り,早 稲田大学 日本語研究教育センターの佐久問まゆ
み氏に貴重なご指摘 をいただいたことに感謝します。
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